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知的資産経営フォーラム２０１０

日時：平成２２年１１月２６日（金）１３：００～

場所：東京新宿住友ホール（新宿住友ビル地下１階）

お取引先と当金庫役員が参加しました。

当金庫は、平成２１年度から公益財団法人ひょうご産業活性化センターとの共

同開催により、「知的資産経営セミナー」を開催しています。

今年度も、１０月から来年１月にかけて計４回のセミナーを行い、財務諸表に

表れない自社の目に見えない経営資源を「魅せる化」する方法や「知的資産経営

報告書」作成の実習を通じて「知的資産経営」の理解と新たな企業経営への取組

みを支援しています。

当金庫のこのような取組みが、この度、独立行政法人中小企業基盤整備機構の

主催による「知的資産経営フォーラム２０１０」【後援 経済産業省・中小企業庁

・日本商工会議所等】で、事例発表やパネルディスカッションの形で紹介されま

した。

このフォーラムでは、当金庫セミナーのチーフ・アドバイザー森下勉氏【中小企

業診断士、㈲ツトム経営研究所 代表者】や、同セミナーに参加され「知的資産

経営報告書」作成を実体験されたお取引先の中島弘堂氏（姫路ハウスサービス㈱

代表者）、北野香氏（本覚寺診療所 事務長）などとともに、当金庫常務理事が

パネラーとして参加しました。

会場では、聴講されている方々から、円高をはじめ厳しい経済情勢の中、企業

のあるべき姿への追求、自社の未来ストーリーなど“なんとかしなくては！”と

いう想いが伝わってきました。

当金庫は、従来から「よろず相談信用金庫」を標榜し、お客様に親身になって

かかわり、問題の共有と課題解決に取り組んできました。現下、低迷する地域経

済や基盤の弱い中小企業にあって、自社の持つ無形の資産を見直し、知的資産を

活かした経営に取り組んでいただくために、引き続き「知的資産経営セミナー」

を開催してまいります。
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知的資産経営報告書「事業価値を高める経営レポート」

の作成について

■ フォーラムの趣旨

知的資産経営に取り組む意欲のある中小企業者、商工

団体の経営指導員、中小企業を支援する専門家・コンサ

ルタントなどの中小企業支援者、金融機関担当者等を対

象として、知的資産経営報告書の作成、そのより実践的

な活用の浸透・拡大を図ることを目指して、知的資産経

営の考え方から、中小企業が知的資産経営報告書を作成

するにあたっての具体的なポイント、また経営指導員や

中小企業支援者が支援・指導を行う際の留意点等を解説

します。また知的資産経営に関する世界的な情勢情報を

加えて、今後の我が国の中小企業経営を考える上で重要

となるイノベーションをとりあげ、知的資産経営との関

係をひもとき、これからの中小企業のあり方を考えます。

■ 主 催 独立行政法人中小企業基盤整備機構

■ 後 援 経済産業省、中小企業庁、

日本商工会議所、全国商工会連合会、

全国中小企業団体中央会、

財団法人知的資産活用センター、

日本行政書士会連合会、日本弁理士会

「知的資産経営フォーラム２０１０」のサイトはコチラ

http://www.smrj.go.jp/keiei/chitekishisan/034282.html



